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 全国がん登録と連携した臓器がん登録による大規模コホート研究の推進及び高質診療 
データベースの為のNCD長期予後入力システムの構築に関する研究 

第三分科会「臓器がん登録の現状と成果、そしてその今後の在り方に関する研究」 
 

（研究分担者 岩月啓氏・岡山大学病院皮膚科・教授） 
（研究協力者 濱田利久・岡山大学病院皮膚科・講師） 

 
 研究要旨                         

2007年から実施されている日本皮膚悪性腫瘍学会におけるメラ
ノーマと皮膚悪性リンパ腫臓器がん登録の現況と、2015年度年次
報告を行った。両疾患登録をNCDに参入して実施する場合に克服す
べき問題点について検討した。 

  

 

Ａ．研究目的 
皮膚がんの中で日本皮膚悪性腫瘍学

会が主導的に実施している臓器がん登
録である「メラノーマ」と「皮膚リン
パ腫」登録の現況を報告し、NCDに参入
して臓器がん登録を実施する場合の問
題点について分析を試みる。 

 
Ｂ．研究方法 

日本皮膚悪性腫瘍学会（土田哲也理
事長）の皮膚がん予後統計委員会（委
員長：岩月啓氏、委員：濱田利久、藤
澤康弘、菅谷 誠、宇原 久）にて実
施している「メラノーマ」および「皮
膚リンパ腫」の臓器がん登録データベ
ースをもとに解析し、その成果を公開
する。登録開始：2007年（倫理委員会
承認の年を開始年とした。） 

１）メラノーマの診療拠点病院（27
施設）が共同で毎年、新規発症例の登
録を行い、全体登録とともに、観察項
目を選んで分析を行う。UMINデータセ
ンターのホームページから登録し、登
録項目は41項目。 

２）皮膚悪性リンパ腫症例は、全国
約650の専門医認定研修施設に毎年、調
査を依頼し、岡山大学にて新規発症例
の登録を実施する。統一・共通のエク
セルファイルを各施設に配信し、記入
されたものをe-mail 添付文書として回
収する。調査項目は10項目。 
（倫理面への配慮） 

疫学データ収集と結果の公開に関し
て、日本皮膚科学会の倫理委員会承認
を得て実施（2007年から継続）。 

 
Ｃ．研究結果 

現在までの累積登録数：2015年現
在、メラノーマは合計3704例、皮膚リ
ンパ腫は合計2492例であった。年間登
録数は、メラノーマ：約300－350例

（新規発症のみ）、皮膚リンパ腫：370-
400例（新規発症のみ）であった。 

調査カバー率：メラノーマが約20％、
皮膚リンパ腫が約40％と推定される。 

2016年度の研究成果は、第32回日本
皮膚悪性腫瘍学会（鹿児島）にて年次
報告し（添付資料１、２）、学会ホー
ムページに公開した（http://plaza.um
in.ac.jp/~jscs/report-skincancer_pr
ognosis.html）。 

年次報告し、公開したデータの二次
利用は自由としている。当該委員会以
外の外部研究組織からのデータ利用依
頼がある場合には、日本皮膚悪性腫瘍
学会に申請し、総務委員会での審議を
経て利用可能としている。ただし、新
たな倫理委員会承認を条件とする。 

厚労省HTLV-1感染症・成人T細胞白血
病・リンパ腫研究班（塚崎班）の第12
次全国調査に協力することになった。 
 

Ｄ．考察 
メラノーマおよび皮膚リンパ腫は、そ

れぞれの診療にあたる施設の拠点化が進
み、それらの施設の協力によって効率よ
く、正確なデータ登録・収集が可能であ
る。両疾患とも希少がん故にビッグデー
タを収集することが難しい。登録データ
入力については、新専門医制度において
は単位取得のインセンティブを設定した
が、新専門医制度延期により、いまだ実
現されていない。 

また、メラノーマおよび皮膚リンパ
腫においては、新薬開発が進められ、
集積データを外部研究団体および製薬
企業との連携による創薬への活用が求
められている。皮膚リンパ腫において
はHTLV-1感染症・成人T細胞白血病お研
究班との共同研究が進められている。
以上のような現況から、NCD登録に参加
した場合でも、上記の目的に登録デー
タが活用できるようになることを期待
する。 

  

 

138



 
 
Ｅ．結論 

メラノーマと皮膚悪性リンパ腫登録
の現況と、2015年度年次報告を行っ
た。両疾患がNCD参入をする場合に克服
すべき問題点について検討した。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。） 
 1. 特許取得 
 なし。 
 2. 実用新案登録 
 なし。 
 3. その他 
 なし。 
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